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内

閣

総

理

大

臣

発

言

要

旨 

 

一 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
し
か
っ
た
三
年
間
を
乗
り
越
え
、
経
済
状
況
は
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
・
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
上
げ
、
名
目
百
兆
円
の
設
備
投
資
、
五
十
兆
円
も
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
も
進
み
、
税
収
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
国
民
は
、

今
度
は
、
物
価
高
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
成
長
の
成
果
で
あ
る
税
収
増
を
国
民
に
適

切
に
「
還
元
」
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

二 

我
が
国
経
済
は
、
長
年
続
い
て
き
た
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
の
経
済
か
ら
、
活
発
な
設
備
投
資
や

賃
上
げ
、
そ
し
て
、
人
へ
の
投
資
に
よ
る
経
済
の
好
循
環
が
実
現
し
、
経
済
の
熱
量
を
感
じ
ら

れ
る
「
適
温
経
済
」
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
三
十
年
ぶ
り
に
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
岸
田
内
閣
で
は
、
今
後
三
年
間
を
「
変

革
期
間
」
と
し
て
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

そ
の
際
、
大
切
な
の
は
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
す
。
足
元
を
見
る
と
、
国
民
は
物
価
高
に
苦

し
ん
で
お
り
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資
も
力
強
さ
に
欠
け
る
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
各

種
の
給
付
措
置
に
加
え
、
税
や
社
会
保
障
負
担
の
軽
減
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
動
員
す
る
こ
と



で
、
熱
量
溢
れ
る
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
移
行
す
る
と
の
方
向
感
を
明
確
か
つ
確
実
に
し
、
決
し

て
後
戻
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
「
総
合
経
済
対
策
」
を
策
定
し
ま
す
。 

 

三 

経
済
対
策
の
柱
は
、
第
一
に
、
足
元
の
急
激
な
物
価
高
か
ら
国
民
生
活
を
守
る
た
め
の
対
策

で
す
。
燃
料
油
価
格
、
電
気
・
ガ
ス
料
金
の
激
変
緩
和
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
生
活
者
・
事
業
者
の
方
々
を
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
支
え
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、

物
価
高
対
策
の
た
め
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
追
加
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
物
価
高
騰
に
よ
り
予
期
せ
ぬ
不
足
を
生
じ
た
必
要
な
経
費
に
は
、
引
き
続
き
予
備
費
の
適

時
適
切
な
執
行
に
よ
り
、
迅
速
・
機
動
的
に
対
応
し
ま
す
。 

 

四 

第
二
に
、
地
方
・
中
堅
中
小
企
業
を
含
め
た
持
続
的
賃
上
げ
、
所
得
向
上
と
地
方
の
成
長
の

実
現
で
す
。
賃
上
げ
税
制
の
減
税
制
度
の
強
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
構
造
的
賃
上
げ
実
現

に
向
け
た
三
位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
省
人
化
投
資
等
の
促
進
な
ど
地
方
や

中
小
・
中
堅
企
業
の
賃
上
げ
の
環
境
整
備
や
人
手
不
足
対
応
、
生
産
性
向
上
を
通
じ
た
賃
上
げ

の
継
続
を
支
援
し
、
若
い
世
代
の
所
得
向
上
の
た
め
、「
年
収
の
壁
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
・
物
価
予
備
費
の
使
途
を
変
更
し
、
こ
う
し
た
賃
上
げ
促

進
に
機
動
的
に
対
応
で
き
る
も
の
へ
と
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
含
む

観
光
立
国
の
取
組
、
農
林
水
産
品
の
輸
出
拡
大
の
取
組
等
を
通
じ
て
、
経
済
の
回
復
基
調
の
地

方
へ
の
波
及
を
図
り
ま
す
。 



 
五 
第
三
に
、
成
長
力
の
強
化
・
高
度
化
に
資
す
る
国
内
投
資
促
進
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
の

マ
イ
ナ
ス
が
解
消
に
向
か
う
中
、
単
な
る
需
要
追
加
で
は
な
く
、
構
造
的
賃
上
げ
の
環
境
整
備

と
生
産
性
向
上
・
供
給
力
強
化
に
資
す
る
投
資
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
戦
略
分
野
の
国

内
投
資
促
進
や
特
許
な
ど
の
所
得
に
関
す
る
減
税
制
度
の
創
設
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
措

置
の
充
実
の
検
討
と
併
せ
、
潜
在
成
長
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
Ｇ
Ｘ
へ
の
投
資
な
ど
国
内
投

資
の
更
な
る
拡
大
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
の
支
援
を
推
進
し
ま

す
。 

 

六 

第
四
に
、
人
口
減
少
を
乗
り
越
え
、
変
化
を
力
に
す
る
社
会
変
革
の
起
動
・
推
進
で
す
。
車

の
両
輪
と
し
て
少
子
化
対
策
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
変
革
を
推
進
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
地
方
の
活
性
化
や
行
政
・
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
高
度
化
・
効
率
化
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
規
制
・
制
度
改
革
も
活
用
し
、
人
手
不
足
下
に
お
け
る
国
民
・
企
業
の
創
意
工
夫
・

事
業
意
欲
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
様
々
な
手
法
で
社
会
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
高
齢
社
会
と
向
き
合
い
、
認
知
症
対
策
を
始
め
、
包
摂
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

七 

第
五
に
、
国
土
強
靱
化
、
防
災
・
減
災
な
ど
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
す
。
相
次
ぐ
災

害
に
屈
し
な
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
引
き
続
き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
を
機

動
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
厳
し
さ
を
増
す
外
交
・
安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の
適
切
な



対
応
を
講
じ
ま
す
。
こ
ど
も
・
若
者
の
性
被
害
防
止
の
た
め
の
緊
急
対
策
や
花
粉
症
対
策
な
ど

に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

 

八 

以
上
五
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
を
中
心
に
、
具
体
的
な
施
策
の
検
討

を
進
め
、
十
月
末
を
目
途
に
、「
総
合
経
済
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、
生
産
性
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
の
た
め
、
課
題
の
性
質

に
応
じ
て
規
制
・
制
度
改
革
や
財
政
投
融
資
の
手
法
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し
、
我
が
国
経
済

の
成
長
力
強
化
に
資
す
る
施
策
を
効
果
的
に
講
じ
て
く
だ
さ
い
。
財
政
措
置
を
伴
う
も
の
に
つ

い
て
は
、
財
務
大
臣
と
十
分
に
内
容
を
協
議
願
い
ま
す
。 

 

九 

今
回
の
総
合
経
済
対
策
の
策
定
に
当
た
っ
て
も
、
閣
僚
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
民
の

皆
様
の
声
を
聞
き
、
ま
た
、
与
党
と
も
十
分
連
携
し
て
、
施
策
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


